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1.  平成23年3月期の業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 5,447 △50.1 △1,711 ― △1,862 ― 375 88.9
22年3月期 10,910 9.4 529 64.5 374 95.0 198 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 2.17 ― 21.0 △22.0 △31.4
22年3月期 1.15 ― 10.9 3.0 4.8

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  32百万円 22年3月期  6百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 5,120 1,976 38.6 11.42
22年3月期 11,819 1,601 13.5 9.25

（参考） 自己資本   23年3月期  1,976百万円 22年3月期  1,601百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 1,019 7,200 △7,461 1,280
22年3月期 △313 528 △838 521

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
24年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,650 △4.5 △120 ― △130 ― △200 ― △1.16
通期 6,380 17.1 △50 ― △90 ― △440 ― △2.54



4.  その他 
(1) 重要な会計方針の変更 

（注）詳細は、添付資料17ページ「(7)重要な会計方針の変更」の会計方針の変更をご覧ください。 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

（注）詳細は、添付資料21ページ「(8)財務諸表に関する注記事項」の（１株当たり情報）をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 173,142,890 株 22年3月期 173,142,890 株
② 期末自己株式数 23年3月期 143,450 株 22年3月期 136,555 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 173,002,931 株 22年3月期 173,009,509 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中であります。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「1.経営成績(1)経営成績に関する分析、次期の見通し」をご覧ください。 
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①当期の経営成績 

橋梁業界においては、ここ数年来続いている公共事業費の削減による影響から、鋼橋の発注量は大幅

に減少しており、当期における新設橋梁の発注量も前期同様、依然低調に推移いたしました。さらに発

注量の減少もさることながら、発注ロットの大型化による発注件数の減少も顕著となり、また落札価格

の水準も低下傾向から脱却できず、受注競争は熾烈さを極めるとともに、採算の確保も厳しい状態が続

いております。 

  このような状況下、当社は入札結果の徹底した分析を行い、技術提案部門並びに営業部門を中心に組

織強化を行い、全社的に受注体制の見直しを図ってまいりました。その結果、総合評価方式における技

術評価点は着実に向上しており、当第4四半期会計期間には、国土交通省から中部地方整備局の蒲郡西

ＩＣや九州地方整備局の谷川橋、さらに千葉県の印旛沼渡河橋および北千葉道路１号橋、西日本高速道

路株式会社からは長峡川橋等を受注することができました。 

  しかし、第3四半期までの受注低迷により、当期の橋梁受注高は前年同期比19億15百万円減の31億76

百万円（前年同期比37.6%減）、当社全体での受注高は18億91百万円減の32億26百万円（前年同期比

37.0%減）に留まり、前期受注高を大きく下回る結果となりました。 

  完成工事高は、前期末受注残高の減少および当期における受注不振の影響により、橋梁では前年同期

比54億87百万円減の53億98百万円（前年同期比50.4%減）、当社全体では前年同期比54億62百万円減の

54億47百万円（前年同期比50.1%減）となりました。 

  損益面では、完成工事高の大幅な減少および工事損失引当金の計上等により、営業損失は17億11百万

円（前期の営業利益は5億29百万円）、経常損失は18億62百万円（前期の経常利益は3億74百万円）と、

大幅な赤字を計上いたしました。当期純利益につきましては、市川本社工場の譲渡を実現させることが

でき、譲渡益等の計上が実現しましたが、市川本社工場の移転に伴う費用を引当金として計上したこと

等もあり、3億75百万円（前年同期比88.9%増）の黒字に留まりました。 

  一方、財務面では、当第3四半期会計期間末の純資産が1億3百万円の債務超過となっておりました

が、重要な財務基盤強化策でありました市川本社工場の譲渡実現による譲渡益の計上等により、当第4

四半期中に解消することができました。 

  また、譲渡代金の中から借入金の返済を行ったことで、当社が抱えていた多額の有利子負債も当期末

では1億33百万円までに圧縮することができ、財務体質を大きく改善することができました。 

  市川本社工場の移転先につきましては、平成23年3月8日に開示いたしましたとおり、千葉県袖ケ浦市

の川崎重工業株式会社袖ケ浦工場を賃借しており、本年10月31日までに、移転完了を予定しておりま

す。 

  なお、本年3月11日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震による影響につきましては、当社は比

較的軽微な被害で済み、早期に操業を再開することができました。一方、当社は地震発生直後から、自

主的に、また所属している協会の要請を受け、橋梁の被害状況の調査を実施し、被災地域の早期復旧に

貢献できるよう取り組んでまいりました。今後につきましても、全社をあげて被災地のインフラ復興に

協力してまいります。 

  

1. 経営成績

 (1) 経営成績に関する分析
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②次期の見通し 

公共事業費は、政府の方針により大幅に削減された状況が続いており、鋼橋の発注量も、当面は低調

に推移するものと見られ、受注獲得競争はさらに熾烈さを増すものと思われます。 

  このような環境下、当社の受注は前期から引き続き低調に推移したため、総合評価方式における技術

提案力・積算力を全面的に見直し、全社員の英知を結集した受注体制の強化を図ってまいりました。そ

の結果、総合評価方式における技術評価点は着実に向上しており、当第4四半期会計期間には国土交通

省を始め、西日本高速道路株式会社、千葉県から受注する等、強化策の成果が表れてきております。次

期についてはこの流れを途切らすことなく、早期受注に向けた取り組みを一層強化してまいります。 

  一方、期末受注残高の減少の影響が大きく、次期上半期は低生産が続くことが避けられない状況にあ

り、主要材料である鋼材等の価格の高騰および、8年ぶりに改訂される国土交通省の労務単価の引き下

げによる業績への影響も懸念されます。 

  また、当社は本年10月31日までに本社工場の移転を予定しております。移転に要する費用の一部は、

既に当期に引当金として損失計上しておりますが、次期におきましても費用が発生する見込みです。 

  これらの影響につきましては、当社はより一層のコスト削減に努め対処してまいる所存でございます

が、次期につきましては、業績を赤字で予想しております。 

  また、東北地方太平洋沖地震の影響による計画停電の実施や景気の悪化などが今後の業績に影響を与

える可能性がありますが、現時点では影響額を適正に見込むことはできません。よって、今後の状況の

変化等により開示すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

当事業年度末における総資産は、前事業年度末に比べ66億99百万円減少し51億20百万円（前事業年度

末比56.7％減）となりました。流動資産は41億6百万円（前事業年度末比33.0％減）となり、前事業年

度末に比べ20億22百万円減少しました。この主な要因は、現金預金が12億15百万円増加したものの、完

成工事未収入金が30億64百万円減少したことによるものであります。固定資産は10億13百万円（前事業

年度末比82.2％減）となり、前事業年度末に比べ46億76百万円減少しました。この主な要因は、市川本

社工場を譲渡したことによるものであります。 

  負債については、前事業年度末に比べ70億74百万円減少し31億43百万円（前事業年度末比69.2％減）

となりました。流動負債は23億14百万円（前事業年度末比67.0％減）、固定負債は8億29百万円（前事

業年度末比74.1％減）となり、前事業年度末に比べ流動負債は46億99百万円、固定負債は23億74百万円

減少しました。この主な要因は、市川本社工場の譲渡代金から短期借入金および長期借入金の返済を行

ったことによるものであります。 

  純資産については、前事業年度末に比べ3億75百万円増加し19億76百万円（前事業年度末比23.4％

増）となりました。この主な要因は、当期純利益3億75百万円を計上したことによるものであります。

この結果自己資本比率は38.6％（前事業年度13.5％）となりました。 

  

 (2) 財政状態に関する分析
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②キャッシュ・フローの状況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、前事業年度末と比べ７

億59百万円増加し12億80百万円となりました。 

当事業年度（平成22年４月～平成23年３月）における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因

は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は10億19百万円（前事業年度は3億13百万円の減少）となりました。こ

の主な要因は、仕入債務の減少による8億39百万円の資金の減少があったものの、売上債権の減少によ

る28億60百万円の資金の増加があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果増加した資金は72億円（前事業年度は5億28百万円の増加）となりました。この主な

要因は、市川本社工場の譲渡によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は74億61百万円（前年同四半期は８億38百万円の減少）となりました。

この主な要因は、市川本社工場の譲渡代金から借入金を返済したことによるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
※ 自己資本比率 ： 自己資本 ／ 総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額 ／ 総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債 ／ 営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー ／ 利払い 

（注）①株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出してお

ります。 

②営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロ

ーを使用しております。有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払

っている全ての負債を対象としております。また、利払いについては、キャッシュ・フロー

計算書の利息の支払額を使用しております。 

③平成22年3月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率およびインタレスト・カバレッジ・レ

シオは、営業キャッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりません。 

  

平成22年3月期 平成23年3月期

自己資本比率（％） 13.5 38.6

時価ベースの自己資本比率（％） 41.0 101.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） － 13.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － 8.4
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当社は、株主の皆様への利益還元を最重要課題の一つとして認識しております。 

  当期は、市川本社工場の所有権移転手続きの完了による譲渡益の計上等が実現し、当期純損益におい

ては、黒字を確保することができましたが、経常損益では大幅な損失を計上いたしました。今後は一日

も早く安定的かつ継続的に利益を計上できる体制を確立させるべく最大限の努力をしてまいります。そ

のため、誠に遺憾ながら当期においても引き続き無配とさせて頂きますが、一日も早く復配を実施でき

るよう、受注力および技術力の強化に努め株主の皆様のご期待にお応えしてまいります。 

  

当社の経営成績、財政状態および株価等に影響を及ぼす可能性があると考えられるリスクについて主な

事項を記載しております。 

なお、本項においては将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は当事業年度末現在において

当社が判断したものであります。 

当社の受注工事は、官公庁から発注される鋼橋工事がそのほとんどを占めております。 

  従いまして、鋼橋の発注量が予想を上回って減少した場合には、当社の経営成績および財政状態

に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

当社のコスト体系においては、鋼材を始めとする原材料や、橋梁の製作および現場架設における

外注費等による変動費が、製造原価において大きな比重を占めております。 

  従いまして、変動費に含まれる各種コストが予想を上回って高騰し請負金額に反映することが困

難な場合には、当社の経営成績および財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

鋼材は鋼橋の主要な原材料であり、鋼材の納入が予想を上回って遅延した場合には、当社の経営

成績および財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

当社の設備資金、運転資金の調達は、主に銀行借入に依存しております。今後の金利の変動によ

っては、当社の経営成績および財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

橋梁およびその他の鉄構物の各事業では非常に重く大きい鋼構造物を扱います。事故の防止には

全力を挙げて万全の準備を行っていますが、小さな不注意が重大災害に繋がりかねません。万が一

事故が起きてしまうと、損害の賠償に止まらず当社の社会的信用を失墜させ、さらに指名停止など

の行政処分を受けるなど、当社の経営成績および財政状態に重大な影響を及ぼす可能性がありま

す。 

  

 (3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 (4) 事業等のリスク

①  鋼橋発注量の減少

②  製造原価の変動

③  鋼材供給の逼迫

④  金利の変動

⑤  事故の発生
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橋梁業界においては、ここ数年来続いている公共事業費の削減による影響から、鋼橋の発注量は大幅

に減少しており、当期における新設橋梁の発注量も、大きく落ち込んだ前期並みに留まる等、依然低調

に推移いたしました。発注量の減少もさることながら、発注ロットの大型化による発注件数の減少も顕

著となり、また落札価格の水準も低下傾向にあることから、受注競争は熾烈さを極めるとともに、採算

の確保も厳しい状態が続いております。 

  このような状況下、当社は前期末受注残高の減少および当期における受注不振の影響により、完成工

事高が減少し、17億11百万円の営業損失、18億62百万円の経常損失を計上いたしました。当該状況によ

り継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析を行い、技術提案部門や営業部門を中

心に組織強化を行い、全社的な受注体制の見直しを図っております。 

  また、重要な財務基盤強化策でありました市川本社工場の譲渡実現による譲渡益の計上等により、第

3四半期会計期間末の債務超過は解消しており、譲渡代金から借入金の返済を行ったことで、当社が抱

えていた多額の有利子負債は大幅に圧縮することができました。 

  しかしながら、受注獲得に向けて現在進行中の諸施策の成果が表れてきておりますが、十分な受注残

高の確保に反映されていない現状から、今後の事業継続に必要となる受注の確保にも不透明な部分が存

在し、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  当社といたしましては、当該不確実性を出来るだけ速やかに払拭できるよう全社を挙げて鋭意努力し

てまいります。 

  

 (5) 継続企業の前提に関する重要事象等
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当社グループは、当社と非連結子会社１社および関連会社１社で構成され、その営業活動は、鋼構

造物（橋梁およびその他の鉄構物）の設計、製作、組立、据付ならびに販売を主な内容とし、さらに

関連する事業活動を展開しております。 

  

当社グループの事業に係る位置づけは次のとおりであります。 

鋼構造物 ：当社で製造販売するほか、現場据付工事の一部について、関連会社である㈱トーヨー

テクニカに発注しております。 

その他  ：子会社(株)サクラダライフは保険代理店業等を行っております。 

  

事業の系統図は、次のとおりであります。 

 

  

  

2. 企業集団の状況
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当社は、橋梁・鉄構の専業メーカーとして「１．常に企業体質の強化を図り、企業の永続的、安定的

発展のために努力する ２．常に技術の研鑚に励み、技術の向上を図り、よって社会のニーズに応える

３．常に人材の啓発育成に努め、企業の発展のためにその能力を充分発揮せしめるよう努力する」を経

営理念として、製品を通じて顧客に満足を届けることができる企業であり続けるべく、日々挑戦を続け

ております。 

  

当社は、内部監査専任部署である監査室による各部署固有のリスクを意識した内部監査を実施し、経

営者による管理職員を対象とした企業倫理に関する教育および、当社顧問弁護士による全社員を対象と

したコンプライアンス教育を実施しており、法令遵守の徹底および内部管理体制の強化に努めてまいり

ます。 

  

また、当社は平成21年度からの「新中期経営計画」に基づき、安定的な収益確保に全力を傾注いたし

ております。 

  

「新中期経営計画」の骨子は、下記の通りであります。 

(1) 受注力の強化 

①  技術提案力の強化 

 公共工事における入札方式は、技術提案力や施工体制を重視する総合評価方式が定着しつつあるこ

とから、当社は既に専門の部門を新設し対応しております。さらに今年度においても専任の技術者

を増員し、営業部門との強力な融合を図る等、組織力の強化にも取り組んでおります。今後はこの

技術提案力を有効に活用し、受注の拡大に努めてまいります。 

②  積算力の強化 

  受注の拡大のためには技術提案力の強化に加え、価格面における競争力も強化する必要がありま

す。これにはコストの削減だけでなく、積算精度の向上も重要な要素であります。発注内容を的確

に読み取り、積算精度を向上させることで、入札物件の絞り込みや、適正利益の確保に繋げること

ができます。このためには入札物件の分析も非常に重要な要素となります。このため現在積算業務

を担当する営業部門の人員を増員し組織全体のスキルアップを図っており、今後の受注拡大に寄与

できるものと考えております。 

③  情報収集力の強化 

 現在保有している経営資源をより効率よく活用するためには、発注情報をいかに多く正確に早く収

集することが重要となります。そして多くの発注情報を持つことで、当社の保有する資源を効率よ

く配分し、当社にとってより有利な物件の獲得につなげることが可能となります。そのために今後

も情報収集力の強化に努め、より良い物件の獲得を目指し、常に安定した生産量が確保できるよう

に取り組んでまいります。 

3. 経営方針

 (1) 会社の経営の基本方針

 (2) 目標とする経営指標および会社の中長期的な経営戦略と対処すべき課題
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(2) 技術力の強化 

①  ミス・ロスの削減 

  「ストップ！ミス・ロス」を当社の継続的なスローガンに掲げ、特に生産活動において、予防措

置を主体としたリスク管理の強化と、そのための全社的な情報の共有化の徹底により、品質の向上

と安全の確保を最優先課題として取り組んでおります。 

②  他社との共同研究開発 

 昨今は都市部における架設工事が増えてきており、既存の道路を規制して架設する必要がある等、

地域住民の生活環境に与える影響が大きいため、施工期間の短縮及び環境の維持が求められており

ます。当社は現在、株式会社間組との共同研究による新たな施工方法の開発に取り組んでおり、こ

の研究開発により社会のニーズに応えてまいります。 

また、日本大学との共同研究による新技術の開発にも取り組んでおります。 

③  現場技術者のスキルアップ 

  橋梁工事はより高度かつ専門的な技術が要求されております。また、品質と安全の確保が必須で

あり、工場製作・現場施工ともに、技術者には高いスキルが求められます。そのため当社は、特に

現場代理人等の現場技術者に対する教育を徹底することでスキルアップを図り、発注者のニーズに

応えてまいります。 

④  技術者の確保 

  公共工事においては品質や安全の確保のために、従来に比較し、多数の技術者の配置が求められ

ております。特に現場施工においては専属の技術者が常駐する必要があり、施工件数の増加に伴

い、配置可能技術者の増員が必要となっております。そのため、社内の技術者育成と併せて社外か

らも積極的に採用し、技術者の確保に努めております。 
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4. 財務諸表

(1) 貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 521 1,736

受取手形 － 40

完成工事未収入金 5,255 2,190

未成工事支出金 80 －

原材料及び貯蔵品 14 13

前渡金 31 13

未収入金 131 58

繰延税金資産 41 －

その他 52 52

流動資産合計 6,128 4,106

固定資産

有形固定資産

建物 2,169 69

減価償却累計額 △1,635 △44

建物（純額） 533 25

構築物 1,498 1,202

減価償却累計額 △1,128 △982

構築物（純額） 370 220

機械及び装置 2,881 2,959

減価償却累計額 △2,600 △2,658

機械及び装置（純額） 280 300

車両運搬具 64 63

減価償却累計額 △60 △59

車両運搬具（純額） 4 3

工具、器具及び備品 191 197

減価償却累計額 △149 △159

工具、器具及び備品（純額） 42 37

土地 4,301 268

有形固定資産合計 5,532 856

無形固定資産

電話加入権 0 0

無形固定資産合計 0 0

投資その他の資産

投資有価証券 115 115

関係会社株式 34 34

その他 9 8

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 158 157

固定資産合計 5,690 1,013

資産合計 11,819 5,120
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 578 513

工事未払金 1,130 355

短期借入金 4,471 －

1年内返済予定の長期借入金 464 133

未払費用 69 149

未払法人税等 10 34

未払消費税等 70 －

未成工事受入金 133 92

賞与引当金 57 55

工事損失引当金 1 592

移転関連費用引当金 － 364

その他 25 23

流動負債合計 7,013 2,314

固定負債

長期借入金 2,321 －

退職給付引当金 737 724

環境対策引当金 10 10

繰延税金負債 129 90

その他 5 4

固定負債合計 3,204 829

負債合計 10,218 3,143

純資産の部

株主資本

資本金 1,402 1,402

資本剰余金

その他資本剰余金 12 12

資本剰余金合計 12 12

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 198 573

利益剰余金合計 198 573

自己株式 △12 △12

株主資本合計 1,601 1,976

純資産合計 1,601 1,976

負債純資産合計 11,819 5,120
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(2) 損益計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

完成工事高 10,910 5,447

完成工事原価 9,783 6,515

完成工事総利益又は完成工事総損失（△） 1,127 △1,067

販売費及び一般管理費 598 644

営業利益又は営業損失（△） 529 △1,711

営業外収益

受取利息及び配当金 1 0

受取賃貸料 1 0

その他 1 1

営業外収益合計 4 2

営業外費用

支払利息 152 140

その他 6 13

営業外費用合計 159 154

経常利益又は経常損失（△） 374 △1,862

特別利益

前期損益修正益 6 －

固定資産売却益 0 2,661

その他 － 0

特別利益合計 6 2,662

特別損失

固定資産除却損 13 0

事業構造改善費用 59 23

環境対策費 11 －

移転関連費用 － 15

移転関連費用引当金繰入額 － 364

災害による損失 － 7

特別損失合計 83 410

税引前当期純利益 297 388

法人税、住民税及び事業税 10 10

法人税等調整額 87 2

法人税等合計 98 13

当期純利益 198 375
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(3) 株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 3,736 1,402

当期変動額

資本金から剰余金への振替 △2,333 －

当期変動額合計 △2,333 －

当期末残高 1,402 1,402

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 － －

当期末残高 － －

その他資本剰余金

前期末残高 － 12

当期変動額

資本金から剰余金への振替 2,333 －

欠損填補 △1,670 －

自己株式の消却 △651 －

当期変動額合計 12 －

当期末残高 12 12

資本剰余金合計

前期末残高 － 12

当期変動額

資本金から剰余金への振替 2,333 －

欠損填補 △1,670 －

自己株式の消却 △651 －

当期変動額合計 12 －

当期末残高 12 12

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △1,670 198

当期変動額

欠損填補 1,670 －

当期純利益 198 375

当期変動額合計 1,868 375

当期末残高 198 573

利益剰余金合計

前期末残高 △1,670 198

当期変動額

欠損填補 1,670 －

当期純利益 198 375

当期変動額合計 1,868 375

当期末残高 198 573

自己株式

前期末残高 △12 △12

当期変動額

自己株式の取得 △651 △0

自己株式の消却 651 －

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △12 △12
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本合計

前期末残高 2,053 1,601

当期変動額

資本金から剰余金への振替 － －

欠損填補 － －

当期純利益 198 375

自己株式の取得 △651 △0

自己株式の消却 － －

当期変動額合計 △452 375

当期末残高 1,601 1,976

新株予約権

前期末残高 － －

当期末残高 － －

純資産合計

前期末残高 2,053 1,601

当期変動額

資本金から剰余金への振替 － －

欠損填補 － －

当期純利益 198 375

自己株式の取得 △651 △0

自己株式の消却 － －

当期変動額合計 △452 375

当期末残高 1,601 1,976
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(4) キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 297 388

減価償却費 129 133

固定資産除売却損益（△は益） 13 △2,660

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） △40 △12

工事損失引当金の増減額（△は減少） △25 591

移転関連費用引当金の増減額（△は減少） － 364

その他の引当金の増減額（△は減少） 10 －

支払利息 152 140

売上債権の増減額（△は増加） △1,882 2,860

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △70 82

仕入債務の増減額（△は減少） 631 △839

前渡金の増減額（△は増加） 683 18

未収入金の増減額（△は増加） △7 128

未払消費税等の増減額（△は減少） △31 △125

その他 △15 84

小計 △150 1,151

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △153 △121

法人税等の支払額 △10 △10

営業活動によるキャッシュ・フロー △313 1,019

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △40 △88

固定資産の売却による収入 － 7,290

子会社株式の売却による収入 570 －

その他 △1 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー 528 7,200

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 276 △4,350

長期借入金の返済による支出 △464 △2,652

担保に供している預金の増加による支出 － △456

自己株式の取得による支出 △651 △0

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △838 △7,461

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △624 759

現金及び現金同等物の期首残高 1,145 521

現金及び現金同等物の期末残高 521 1,280
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当社は前期末受注残高の減少および当期における受注不振の影響により、完成工事高が減少し、17億

11百万円の営業損失、18億62百万円の経常損失を計上いたしました。当該状況により継続企業の前提に

重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

  当社はこれらの状況を打開するため、入札結果の徹底した分析を行い、技術提案部門や営業部門を中

心に組織強化を行い、全社的な受注体制の見直しを図っております。 

  また、重要な財務基盤強化策でありました市川本社工場の譲渡実現による譲渡益の計上等により、第

3四半期会計期間末の債務超過は解消しており、譲渡代金から借入金の返済を行ったことで、当社が抱

えていた多額の有利子負債は大幅に圧縮することができました。 

  しかしながら、受注獲得に向けて現在進行中の諸施策の成果が表れてきておりますが、十分な受注残

高の確保に反映されていない現状から、今後の事業継続に必要となる受注の確保にも不透明な部分が存

在し、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  なお、財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を財務

諸表には反映しておりません。 

  

 

 
  

 (5) 継続企業の前提に関する注記

 (6) 重要な会計方針

１．資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式 …… 移動平均法による原価法によっております。

   その他有価証券

時価のないもの …… 移動平均法による原価法によっております。

②たな卸資産の評価基準及び評価方法

未成工事支出金 …… 個別法による原価法によっております。

原材料及び貯蔵品 …… 移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

によっております。

２．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 
(リース資産を除く)

…… 定額法を採用しております。 

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法

と同一の基準によっております。 

また、取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産につい

ては、３年間で均等償却する方法を採用しております。

リース資産 …… 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によって

おります。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によっております。
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当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成20年3月31日 企業

会計基準第18号）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成20年3

月31日 企業会計基準適用指針第21号）を適用しております。 

  これによる、営業損失、経常損失及び税引前当期純利益に与える影響はありません。 

  

（キャッシュ・フロー計算書） 

前事業年度において投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりました

「固定資産の売却による収入」(前事業年度0百万円)は、重要性が増したため、当事業年度において区

分掲記しております。 

  

３．引当金の計上基準

①貸倒引当金 …… 売上債権及び貸付金等の貸倒損失に備えるため、個別に回収可能

性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金 …… 従業員の賞与金の支払に備えるため、当事業年度の負担すべき支

給見込額を計上しております。

③工事損失引当金 …… 受注工事の将来の損失に備えるため、当事業年度末の手持工事の

うち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積もる

ことができる工事について、損失見込額を計上しております。

④移転関連費用引当金 …… 本社及び工場の移転に伴い、発生が見込まれる移転関連費用につ

いて、合理的な見積額を計上しております。

⑤退職給付引当金 …… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における自己都合

要支給見込額（簡便法）に基づき、当事業年度に見合う額を計上

しております。

⑥環境対策引当金 …… 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措

置法」によって、処理することが義務付けられているPCB廃棄物の

処理費用に充てるため、当社で保管中であるPCB廃棄物について、

日本環境安全事業株式会社から公表されている処理単価に基づき

算出した処理費用見込み額を計上しております。

 

４．収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成 

工事原価の計上基準

…… 請負工事に係る収益の計上基準は、当期末までの進捗部分について

成果の確実性が認められる工事については、工事進行基準（工事の

進捗率の見積りは原価比例法）を採用し、その他の工事については

工事完成基準を採用しております。

５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理 …… 消費税及び地方消費税は、税抜方式により処理しております。

 (7) 重要な会計方針の変更

会計方針の変更

表示方法の変更
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 (8) 財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

(単位：百万円未満切捨)

前事業年度 
(平成22年3月31日)

当事業年度 
(平成23年3月31日)

 

※１ 関係会社に対する資産及び負債

支払手形 86百万円

工事未払金 50 〃
 

※１ 関係会社に対する資産及び負債

支払手形 62百万円

工事未払金 8 〃

 

※２ 担保に供している資産

 (1) 担保提供資産

完成工事未収入金 408百万円

有形固定資産

建物 528百万円

構築物 356 〃

機械及び装置 73 〃

土地 4,269 〃

合計 5,635 〃
 

※２ 担保に供している資産

 (1) 工場財団抵当に供している資産

有形固定資産

建物 25百万円

構築物 181 〃

機械及び装置 3 〃

土地 268 〃

合計 478 〃

 

   上記有形固定資産のうち工場財団抵当に供し

ている資産

建物 528百万円

構築物 356 〃

機械及び装置 73 〃

土地 268 〃

合計 1,226 〃

 

 

(2) 工場財団抵当に対応する債務
1年内返済予定の長期借入金 133百万円

合計 133 〃

  なお、上記の他に、定期預金456百万円を公共工事契

約保証の担保として金融機関に供しております。

 (2) 担保資産に対応する債務

短期借入金 4,471百万円

1年内返済予定の長期借入金 464 〃

長期借入金 2,321 〃

合計 7,257 〃

   上記のうち工場財団抵当に対応する債務

短期借入金 ＊ 4,471百万円

1年内返済予定の長期借入金 ＊ 464 〃

長期借入金 ＊ 2,321 〃

合計 7,257 〃

    なお、＊の債務には、共同担保が設定してある

債務を含んでおります。
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 (単位：百万円未満切捨) 

 
  

前事業年度（自 平成21年4月1日 至 平成22年3月31日） 

 
  

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

(損益計算書関係)

前事業年度
(自  平成21年4月1日
 至  平成22年3月31日)

当事業年度
(自  平成22年4月1日
至  平成23年3月31日)

 

 

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 43百万円

従業員給料手当 229  〃

賞与引当金繰入額 18  〃

退職給付費用 24  〃

法定福利費 36  〃

通信交通費 35  〃

支払手数料 87  〃

     おおよその割合

販売費 31％

一般管理費 69〃

 

 

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 43百万円

従業員給料手当 231  〃

賞与引当金繰入額 41  〃

退職給付費用 24  〃

法定福利費 40  〃

通信交通費 36  〃

支払手数料 87  〃

租税公課 38  〃

     おおよその割合

販売費 36％

一般管理費 64〃

※２  一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費 

一般管理費                       2百万円

※２  一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発

費 

一般管理費                       4百万円

※３  固定資産除却損の主な内訳

         機械及び装置                  12百万円

―――――
 

※４  完成工事原価に含まれている工事損失引当金戻入

額                              25百万円

※３  完成工事原価に含まれている工事損失引当金繰入

額                             591百万円

(株主資本等変動計算書関係)

１．発行済株式の総数に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普 通 株 式（株） 173,142,890 － － 173,142,890

A種優先株式（株） 16,400,000 － 16,400,000 －

B種優先株式（株） 50,000 － 50,000 －

合  計 189,592,890 － 16,450,000 173,142,890

(注)A種優先株式及びB種優先株式の減少は、買入により自己株式となったA種優先株式及びB種優先株式

の消却によるものであります。

２．自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普 通 株 式（株） 128,600 7,955 － 136,555

(注) 自己株式の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。
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当事業年度（自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日） 

 
  

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

 
  

 
  

１．発行済株式の総数に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普 通 株 式（株） 173,142,890 － － 173,142,890

２．自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普 通 株 式（株） 136,555 6,895 － 143,450

(注) 自己株式の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。

(キャッシュ・フロー計算書関係)

(単位：百万円未満切捨)
前事業年度 

(自 平成21年4月1日 
  至 平成22年3月31日)

当事業年度 
(自 平成22年4月1日 

  至 平成23年3月31日)

 

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

現金預金 521百万円

現金及び現金同等物 521 〃

 

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

現金預金 1,736百万円

担保に供している定期預金 △456 〃

現金及び現金同等物 1,280 〃

(持分法投資損益等)

前事業年度
(自  平成21年4月1日
 至  平成22年3月31日)

当事業年度
(自  平成22年4月1日
至  平成23年3月31日)

関連会社に対する投資の金額 24 百万円 関連会社に対する投資の金額 24 百万円

持分法を適用した場合の投資の金額 33   〃 持分法を適用した場合の投資の金額 66   〃

持分法を適用した場合の投資利益の金額 6   〃 持分法を適用した場合の投資利益の金額 32   〃
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当事業年度（自 平成22年4月1日 至 平成23年3月31日） 

当社の報告セグメントは、鋼構造物（橋梁およびその他の鉄構物）の設計、製作、組立、据付ならび

に販売を主な事業とする単一セグメントであるため、セグメント情報については、省略しております。

  

（追加情報） 

当事業年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成21年３月27

日 企業会計基準第17号)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

委員会 平成20年３月21日 企業会計基準適用指針第20号)を適用しております。 

  

 
  

該当事項はありません。 

  

(セグメント情報等)

(１株当たり情報)

前事業年度
(自  平成21年4月1日
 至  平成22年3月31日)

当事業年度
(自  平成22年4月1日
至  平成23年3月31日)

 
１株当たり純資産額 9円25銭 １株当たり純資産額 11円42銭

 
１株当たり当期純利益 1円15銭 １株当たり当期純利益 2円17銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(１株当たり純資産額の算定上の基礎)

貸借対照表上の純資産の部の合計額 1,601百万円

普通株式に係る純資産額 1,601百万円

普通株式の発行済株式数 173,142,890株

普通株式の自己株式 136,555株

１株当たり純資産額の算定に用いら

れた普通株式数
173,006,335株

 
 

 

(１株当たり純資産額の算定上の基礎)

貸借対照表上の純資産の部の合計額 1,976百万円

普通株式に係る純資産額 1,976百万円

普通株式の発行済株式数 173,142,890株

普通株式の自己株式 143,450株

１株当たり純資産額の算定に用いら

れた普通株式数
172,999,440株

 

 

(１株当たり当期純利益の算定上の基礎)

損益計算書上の当期純利益 198百万円

普通株式に係る当期純利益 198百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 173,009,509株

 

  希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式数の概要

  平成21年6月29日開催の株主総会決議により取得した

自己株式(A種優先株式16,400,000株およびB種優先株式

50,000株)を平成21年7月28日付けで消却しております。

 

 

(１株当たり当期純利益の算定上の基礎)

損益計算書上の当期純利益 375百万円

普通株式に係る当期純利益 375百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 173,002,931株

 

―――――

(重要な後発事象)
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該当事項はありません。 

  

  

5. 完成工事高、受注高および受注残高

完成工事高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前事業年度 当事業年度

(自 平成21年4月1日
  至 平成22年3月31日)

(自 平成22年4月1日 
  至 平成23年3月31日)

金額 金額

 鋼構造物 10,886 5,398

 その他 24 49

 合  計 10,910 5,447

受注高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前事業年度 当事業年度

(自 平成21年4月1日
  至 平成22年3月31日)

(自 平成22年4月1日 
  至 平成23年3月31日)

金額 金額

 鋼構造物 5,092 3,176

 その他 24 49

 合  計 5,117 3,226

受注残高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前事業年度末 当事業年度末

（平成22年3月31日現在） (平成23年3月31日現在)

金額 金額

 鋼構造物 6,453 4,231

 その他 － －

 合  計 6,453 4,231

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

6. その他
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